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平成２６年度発掘調査の概要

山田遺跡17区

花影遺跡26区

景台遺跡9・10区

西浦遺跡20区

西浦遺跡19区

入西石塚古墳

木曽免遺跡６区

下田遺跡２区

緑町遺跡１区

山田遺跡18区

　平成２６年度は、本発掘調査を2５件(平成25年度から

の継続調査も含む)実施しました。入西地区で特に多く、

11件の調査を行っています。近年、個人住宅建設に伴う

小規模な調査が多くなっていますが、坂戸市役所の周辺に

広がる山田遺跡では、広い面積を対象として調査を実施し

ました(９・12頁参照)。

　平成２６年度に実施した発掘調査の中で、下田遺跡２区

と入西石塚古墳の調査は、特に重要な調査として、位置づ

けられます。

　下田遺跡２区は、坂戸西スマートインターチェンジ周辺

の開発に伴い、約４万㎡を発掘調査しました。弥生時代か

ら中世まで、長期間にわたる遺物・遺構が発見されました

が、弥生時代後期の竪穴住居跡が低地で多く発見されたこ

とが大きな成果でした。

　入西石塚古墳からは、５世紀後半の冑や短甲、頸甲など

を発見し、これらがセットで出土したことは、埼玉県内初

の事例となりました。そのため、平成２７年３月18日か

ら３月22日にかけて、展示会を実施し、多くの方々が見

学されました。

　また、表紙に掲載した巡方は、西浦遺跡19区の竪穴住

居跡から出土したものです。古代の役人が付けた腰帯の飾

りであり、丸鞆も含めると坂戸市内では３例目ですが、銅

製の巡方に限れば初めての出土事例となりました。

　なお、緑町遺跡１区や一天狗遺跡１区は、坂戸市として

発掘調査を始めて約40年の中で初めての調査で、遺跡の

広がりや集落の年代などを考える上で重要な調査です。

　平成２６年度は発掘調査件数が多く、様々な時代の遺跡

の調査を行いました。次頁からそれらの調査の概要につい

てみていきましょう。
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１

１.花影遺跡26区

２.内出遺跡７区
所 在 地　坂戸市大字堀込
調査期間　平成26年５月１日から平成26年５月29日まで

調査期間　平成26年４月７日から平成26年５月14日まで

所 在 地　坂戸市中富町　

　方形周溝墓は、住居跡を壊してつくら

れており、時期とともに人が住む居住域

から、人を祀る墓域へと土地利用の形態

が変化していったことが分かりました。

方形周溝墓からは、ほぼ完全な形で壺が

出土しています。

　また、溝跡から古代の須恵器甕が割ら

れた状態でまとまって出土しており、意

図的に破砕したものと考えられます。な

んらかの儀礼を執り行ったものと推測さ

れます。

調査した遺構と年代
・竪穴住居跡２軒（古墳時代前期）
・方形周溝墓１基（古墳時代前期）
・溝跡３条（古代、時期不明）
・土坑２基
・ピット２基

　内出遺跡は、今まで古墳時代前期の竪

穴住居跡は見つかっていませんでした。

今回の調査で、その存在を始めて確認す

ることができ、大変重要な調査となりま

した。

　土坑や溝跡からは、遺物がほとんど出

土しなかったため、時期の判定ができま

せんでしたが、磁器などが出土していま

す。

調査した遺構と年代
・竪穴住居跡１軒（古墳時代前期）
・竪穴状遺構１基
・土坑５基
・溝跡３条
・ピット16基

すえきかめ

ほうけいしゅうこうぼ

きょじゅういき

ぼいき

じき

あなじゅうきょあと

たて

はなかげ

うちで

方形周溝墓から土器した土器

遺跡位置図

調査区全景

遺跡位置図



２

３.景台遺跡９・10区

４.林際遺跡４区
所 在 地　坂戸市大字青木
調査期間　平成26年７月22日から平成26年７月30日まで

調査期間　平成26年５月26日から平成26年６月17日まで

所 在 地　坂戸市大字紺屋　

調査区全景

遺跡位置図

調査区全景

遺跡位置図
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　方形周溝墓３基は、いずれも古墳時代

前期の遺構です。周囲を巡る溝の中央に

埋葬施設が存在したと考えられますが、

削平されたため、発見できませでした。

　写真右側の方形周溝墓は、周溝の３辺

が繋がらずに途切れています。写真上の

方形周溝墓は一辺が13ｍ以上で、坂戸市

内では比較的大型のものです。周溝の中

からは小型の壺が出土しています。

　なお、調査区からは縄文土器も見つか

っていますが、縄文時代の遺構は発見さ

れませんでした。

調査した遺構と年代
・方形周溝墓　３基（古墳時代前期）

　小規模な調査であったため、全体像は

つかめませんでしたが、南北方向に延び

る溝跡が発見されました。溝跡から遺物

が出土しなかったため、正確な時期は不

明ですが、溝跡の外から土師器が出土し

、古墳時代から古代の遺構の可能性があ

ります。

　林際遺跡は、東山道武蔵路の東側に位

置する遺跡で、かつて鉄製の棹秤のおも

りが出土したことで有名です。度量衡に

関わる遺物から遺跡周辺で「市」がたっ

た可能性が指摘されています。

調査した遺構と年代
・溝跡　１条



３

５.番匠・下道遺跡
　        ７・８区

６.西浦遺跡18区
所 在 地　坂戸市大字新堀
調査期間　平成26年６月25日から平成26年８月21日まで

調査期間　平成26年７月22日から平成26年８月５日まで

所 在 地　坂戸市大字青木　

　遺構は、集石遺構が１基確認されたの

みでしたが、遺物を含む黒色土からは、

８００点以上の縄文土器が出土していま

す。遺跡の南側には、二階川が流れてお

り、その作用で開析された谷に黒色土が

厚く堆積しています。遺物を含む黒色土

は、この沖積土であり、周辺の遺跡から

遺物を運んできたと考えられます。

　周辺では、縄文時代の集落跡である御

新田遺跡が(公財)埼玉県埋蔵文化財調査

事業団により調査されています。

調査した遺構と年代
・遺物包含層（縄文時代早期・中期）
・集石遺構１基（縄文時代）

　現在まで存在が明らかでなかった古墳

を１基調査しました。墳丘の大部分は、

後世の開墾により破壊されていましたが

、墳丘や横穴式石室の一部、その周囲を

巡る周溝を確認することができました。

周溝の南側は一部途切れており、ブリッ

ジ状になっています。埴輪は出土しませ

んでしたが、周溝からは須恵器壺と甕が

出土しました。

　なお、新たに発見したこの古墳は、北

峰28号墳と名付けました。

調査した遺構と年代
・古墳１基（古墳時代終末期）
・土坑１基
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４

７.西浦遺跡19区

８．一天狗遺跡１区
所 在 地　坂戸市緑町
調査期間　平成26年９月２日から平成26年９月12日まで

調査期間　平成26年７月23日から平成26年８月29日まで

所 在 地　坂戸市大字新堀　

　竪穴住居跡から銅製の巡方が出土しま

した。巡方は、古代の役人が身分を表す

ために付けた腰帯(ベルト)の装飾用帯金

具で、身分に応じて金・銀・銅製、石製

のものがあります。今回出土した帯金具

は銅製で、有力者から入手したものと考

えられます。坂戸市内では、初めての出

土となり、遺跡の性格を考える上で重要

な発見となりました。

　なお、縄文土器も出土しましたが、そ

の時代の遺構は発見されませんでした。

調査した遺構と年代
・竪穴住居跡２軒(平安時代)
・土坑１基

　竪穴住居跡１軒の半分を調査し、北側

の壁面に竈を設けていることが分かりま

した。平安時代の土器や紡錘車(糸を紡ぐ

道具)などが出土しています。

　一天狗遺跡は、坂戸市から鶴ヶ島市に

かけて広がっている遺跡で、鶴ヶ島市で

は、多くの調査が行われ、漆紙文書や帯

金具などが出土したことで良く知られた

遺跡です。今回、坂戸市で始めて竪穴住

居跡が発見され、一天狗遺跡の広がりや

その性格を知る上で、貴重な調査となり

ました。

調査した遺構と年代
・竪穴住居跡１軒（平安時代）
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５

９.入西石塚古墳 調査期間　平成26年９月18日から平成26年９月19日まで

所 在 地　坂戸市大字善能寺　

　昭和30年代に入西石塚古墳を土地所有

者が掘削し、偶然遺物が出土しました。

昭和37～38年に１ｍ四方の穴を掘り、

鏡以外の遺物は再埋納されました。出土

した遺物には、鏡のほかに武器などが含

まれることが記録に残っていましたが、

詳細な情報は分かっていませんでした。

　遺物の所在を確認するため、記録をも

とに、この再埋納した場所を発掘調査し

たところ、武器・武具類が割れてはいま

したが、良好な状態で残っていることが

分かりました。元の状態に戻すため、接

　

出土した遺物と年代
・武器〔大刀・剣・槍・鉾・鉄鏃〕
・武具〔冑・短甲・板錣・頸甲・肩甲〕
 （古墳時代中期）

合作業を行った結果、下図のような甲冑

であることが判明しました。冑・短甲・

板錣・頸甲・肩甲がセットで出土したこ

とは、埼玉県内初の事例となり、大変重

要な調査となりました。埋葬されていた

豪族はどんな人物だったのでしょうか。
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６

10.宮ノ前遺跡９区

11．西浦遺跡20区
所 在 地　坂戸市大字北峰
調査期間　平成26年8月26日から平成26年10月10日まで

調査期間　平成26年７月１日から平成26年9月26日まで

所 在 地　坂戸市大字片柳　

　調査区を２箇所に区分し、実施しまし

た。９区－１では、古墳時代中期から終

末期の竪穴住居跡を調査し、住居内に設

けられた貯蔵穴からは完形の土師器坏が

出土しました。また、調査区中央には中

世以降の溝跡を発見し、覆土が硬くなっ

ていたことから道として利用されていた

と考えられます。

９区－２では、一辺約18ｍの弥生時代後

期の方形周溝墓を発見し、この地区周辺

では、大型のものと言えます。

調査した遺構と年代
・竪穴住居跡６軒(古墳時代中期～終末期)
・方形周溝墓２基（弥生時代後期）
・溝跡12条
・土坑11基
・ピット群

　直径約15ｍ～20ｍの円墳を２基調査

しました。古墳の周溝からは、埴輪が多

数出土し、６世紀に築造された古墳であ

ることが分かりました。

　写真下の北峰22号墳には張り出しがあ

り、近接する北峰21号墳でも同様な張り

出しをもつの周溝が確認されています。

　北峰22号墳は、平成10年にも南側の

周溝を調査しており、その際には人物埴

輪が出土しています。今回の調査では円

筒埴輪のみが出土しました。埴輪の出土

位置から、埴輪の配置された場所が推測

できます。

調査した遺構と年代
・古墳２基（古墳時代後期）
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遺跡位置図

調査区全景

遺跡位置図

９区－１

９区－２



７

12.木曽免遺跡６区

13．前林遺跡６区
所 在 地　坂戸市大字中小坂
調査期間　平成26年10月７日から平成26年11月21日まで

調査期間　平成26年９月30日から平成26年11月６日まで

所 在 地　坂戸市大字小沼　

　墳丘はすでに削平されていましたが、

一辺約２０ｍの大型の方形周溝墓が見つ

かりました。周溝からは弥生時代中期の

土器が多く出土し、この地域において貴

重な調査となりました。方形周溝墓の中

央には埋葬施設と考えられる長方形の土

壙が２基ありましたが、副葬品は見つか

りませんでした。

　なお、調査区からは縄文時代と弥生時

代後期の住居跡も確認されています。

調査した遺構と年代
・竪穴住居跡３軒
  (縄文時代・弥生時代後期)
・方形周溝墓１基（弥生時代中期）
・溝跡１条

　竪穴住居跡が５軒見つかりました。時

代も縄文時代、古墳時代、奈良時代と様

々で、断続的ながら、長期間にわたって

集落域として利用されていたことが分か

ります。

　

調査した遺構と年代
・竪穴住居跡５軒(縄文時代後期・
    古墳時代中期～後期・奈良時代)
・掘立柱建物跡１棟
・井戸跡１基(奈良・平安時代)
・溝跡３条
・土坑２基
・炉穴１基
・ピット20基
・遺物集中地点１箇所(古墳時代中期)
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方形周溝墓土器出土状況

遺跡位置図

竪穴住居跡遺物出土状況

遺跡位置図



８

14.稲荷森遺跡５区

15．稲荷森遺跡６区
所 在 地　坂戸市大字小山
調査期間　平成26年11月27日から平成27年１月９日まで

調査期間　平成26年10月24日から平成26年12月９日まで

所 在 地　坂戸市大字小山　

　竪穴住居跡の内、３軒は重複した状態

で見つかりました。いずれの住居跡も平

安時代に位置づけられることから、ほぼ

同じ場所で何度も建て替えながら居住し

ていたことが分かります。また、３つの

竈が見つかった住居跡もあり、竈も修復

や造り替えをしながら生活をしていたと

考えられます。

　土坑や溝跡は住居跡よりも新しい時代

の遺構と判断できましたが、正確な時期

は不明です。

調査した遺構と年代
・竪穴住居跡４軒(平安時代)
・溝跡１条
・土坑11基

　稲荷森遺跡５区の西に隣接する場所を

調査し、５区と同様に平安時代の集落を

確認することができました。

　竪穴住居跡の一つからは、竈とは別に

赤く焼けた土坑が見つかりました。この

土坑の底面は、非常に強く焼けているこ

とから小鍛冶の炉跡だと考えられます。

　小形の鉄製品を製作していたと思われ

ますが、製作過程で出る鍛造剥片や鍛冶

の際に使われる羽口などの工具は出土し

ませんでした。

調査した遺構と年代
・竪穴住居跡３軒(平安時代)
・土坑11基

たてあなじゅうきょあと
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調査風景

遺跡位置図

竪穴住居跡完掘状況

遺跡位置図

鍛冶炉跡半裁状況



９

16.山田遺跡17区 調査期間　平成26年10月９日から平成26年12月12日まで

所 在 地　坂戸市八幡　

　竪穴住居跡を７軒確認しましたが、多

くの住居跡は、平安時代のものです。

　今回の調査で注目されるのは、特殊な

形の井戸跡と石製の棹秤のおもり・コッ

プ形須恵器が出土したことです。

　古代の井戸跡は基本的に円柱状の素掘

りのものが多いですが、今回は、階段状

の溝が付設された井戸跡が確認されまし

た。この形態の井戸跡は官衙や交通の要

衝などと考えられる遺跡で確認されてお

調査した遺構と年代
・竪穴住居跡７軒(奈良・平安時代)
・掘立柱建物跡２棟（奈良・平安時代）
・井戸跡４基(平安時代)
・土坑５基
・柱穴37基

り、山田遺跡でこのような遺構・遺物が

発見された背景にはどのようなことが考

えられるのか、大変興味深い事例です。

　また、石製のおもりやコップ形須恵器

は、重さなどを量る道具であり、今まで

は東山道武蔵路の東側に位置する林際遺

跡や宮町遺跡などでしか見つかっていま

せんでした。遺物・遺構の両面で新たな

発見があり、大変重要な調査となりまし

た。

さおばかり

たてあなじゅうきょあと

かんが よう

しょう

とうさんどうむさしみち はやしぎわい

やまだ

みやまちいせきせき

井戸跡完掘状況

遺跡位置図 調査区空撮

竈遺物出土状況

住居跡出土石製のおもり
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17.北殿遺跡３区

18．緑町遺跡１区
所 在 地　坂戸市緑町
調査期間　平成27年２月９日から平成27年３月11日まで

調査期間　平成27年１月６日から平成27年１月23日まで

所 在 地　坂戸市大字成願寺　

　北殿遺跡は葛川に沿った台地縁辺に位

置しています。北殿遺跡に隣接する若宮

遺跡や富士塚遺跡も奈良・平安時代の集

落跡で比較的広い範囲にわたって古代の

集落域が確認されている地域です。

　今回の調査は、狭い面積の調査であっ

たため、住居跡の全貌を把握できません

でしたが、土師器・須恵器・鉄製品が出

土しており、いままでの調査成果と同様

に、平安時代の集落域が広がっているこ

とを確かめることができました。

調査した遺構と年代
・竪穴住居跡２軒
　(古墳時代終末期・平安時代)

　竪穴住居跡から大型の須恵器甕が出土

し、接合した結果、ほぼ完全な状態にな

りました。肩部には、故意に穴が空けら

れ、住居を廃絶するにあたり何らかの儀

礼行為が行われた可能性もあります。

　緑町遺跡の発掘調査は、今回が初の調

査事例でこれまで遺跡の性格が不明確で

したが、今回の調査で奈良・平安時代の

集落跡が広がっていることを確認するこ

とができました。

調査した遺構と年代
・竪穴住居跡２軒(奈良・平安時代)
・掘立柱建物跡１棟
・土坑１基
・ピット群

みどりちょう

きたどの

はいぜつ ぎ

すえきかめ

くずがわ だいちえんぺん

たてあなじゅうきょあと

れいこうい

竪穴住居跡完掘状況(生活面)

遺跡位置図

住居跡出土須恵器甕

遺跡位置図
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19.中原遺跡７・８区

コラム　大伴部直赤男と西大寺領荘園　

調査期間　平成27年２月24日から平成27年３月12日まで

所 在 地　坂戸市大字堀込

　中原遺跡から村中遺跡にかけて、「堀

込」という地名が示す通り、中世の城館

跡が多く確認されている地区です。

　今回調査した場所の北側には、以前土

塁が存在しており、調査した場所はこの

土塁に伴う堀である可能性があります。

　土塁は残っている箇所が少なくなって

いますが、入西幼稚園の周辺では現在も

確認することができます。どのような人

が住んでいたのかは、史料が残っていな

いため、不明です。

　

調査した遺構と年代
・溝跡２条(中世～近世)
・土坑２基

生田地区は、下田遺跡の一部と高麗川の

対岸の川沿いの土地を指しています。

　下田遺跡２区では平安時代の水田跡が

調査されました(13頁参照)。この水田は

日本古代史の中で位置づけられる重要な

調査であった可能性が高まりました。

　８世紀末に編纂された日本の歴史書で

ある『続日本紀』には、769年に入間郡

の大伴部直赤男が、現在の奈良市に所在

する西大寺へ布1,500段、稲74,000束、

墾田40町、林60町を寄進した(献上した)

ことの記事があります。また、後に書か

れた「西大寺所領荘園注文案」には、西

大寺の支配の及ばなくなった土地として

「武蔵国入間郡安堵郷栗生村　田40町　

林60町」と記載されていることが知られ

ています。１町が約100m四方の面積で

すので、田・林100町は１㎞四方の広大

な土地です。

　諸説ありますが、安堵郷栗生村は、現

在の坂戸市大字粟生田を指しているので

はないかと考えられています。現在の粟

なかはら

むらなかいせき ほり

ごめ

しょくにほんぎ

おおともべのあたいあかお

さいだいじ

さい

むさしこくいるまぐんあとごうあおうむら

だいじ

おおともべのあたいあかお さいだいじりょうしょうえん

堀跡の土層断面

遺跡位置図

下田遺跡１区空撮
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20.山田遺跡18区 調査期間　平成27年１月７日から平成27年３月25日まで

所 在 地　坂戸市八幡　

　山田遺跡では、これまでの18回の調査

を行ってきましたが、遺跡の中心となる

のは、16区周辺であることが分かってき

ました。それは、16区での調査で、墨書

土器が多量に出土したこと、その東側に

隣接する13区では銅製蛇尾(帯金具)が、

南側に隣接する国道407号線を調査した

際には、奈良三彩や「片牧」墨書土器が

出土していまることから推測できます。

調査した遺構と年代
・竪穴住居跡13軒(奈良・平安時代)
・掘立柱建物跡10棟
・井戸跡３基
・土坑22基
・柱穴27基
・溝跡１条
・柵列１列

　山田遺跡18区は、この場所から離れて

いますが、住居跡13軒、掘立柱建物跡

10棟を調査しました。掘立柱建物跡のう

ち１棟では、柱穴が直径１ｍ以上で、四

隅の柱穴はＬ字状に屈曲するように掘削

されていました。柱穴の覆土は関東ロー

ムと黒色土が交互に搗き固められ、柱材

を強固に固定していたと考えられます。

掘立柱建物跡は、調査区北側に比較的多

く見られたことが特徴的です。

どうせいだび

ほったてばしらたてものあと

ならさんさい

ぼくしょ

ちゅうけつ

やまだ

ふくど

どき

つ

竈遺物出土状況

遺跡位置図 調査区空撮

掘立柱建物跡完掘状況

掘立柱建物跡柱穴半裁状況

16区

18区
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21.下田遺跡２区 調査期間　平成26年９月16日から平成27年９月30日まで

所 在 地　坂戸市大字粟生田・戸口・塚崎・中里

　約４万㎡を対象として約１年間発掘調

査を実施し、遺跡は現水田面下約0.3～

2.5ｍで発見されました。時期も弥生時

代から近世と多岐に渡っていました。

　

調査した遺構と年代
・竪穴住居跡50軒
・掘立柱建物跡９棟
・井戸跡17基
・土坑248基
・溝跡301条
・土坑墓１基
・柱穴1055基
・水田跡
・畦畔
・畝跡　など
(弥生時代後期～古墳時代前期、
 古墳時代後期・奈良時代・平安時代・
 中世・近世)

　特に注目されたこととして、弥生時代

後期のいわゆる「吉ヶ谷式期」の竪穴住

居跡がまとまって確認できたことが挙げ

られます。この時期の住居跡の中には、

炭化材を床面に敷き詰めたような状況の

住居があり、焼失した住居とはやや異な

る状態でした(表紙口絵参照)。また、こ

の時期には畝跡も確認されており、畑作

が行われた可能性があります。

　奈良・平安時代には、広い範囲で水田

が広がり、この水田と集落域は溝跡によ

り区画され、土地の使い分けがなされて

いたようです。この広大な水田は、周辺

地域に居住する人々にとって、大きな経

済的基盤であったと思われます。

たんかざい

かんが よう

しょう

たき

うねあと

よしがやつしきき

しもだ

たてあなじゅう

きょあと

焼失した住居跡

遺跡位置図 調査区空撮

住居跡出土イノシシの牙
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①

⑯

　〔凡例〕

①花影遺跡 26 区

②内出遺跡 7区

③景台遺跡 9・10 区

④林際遺跡 4区

⑤番匠・下道遺跡 7・8区

⑥西浦遺跡 18 区

⑦西浦遺跡 19 区

⑧一天狗遺跡１区

⑨入西石塚古墳

⑩宮ノ前遺跡９区

⑪西浦遺跡 20 区

⑫木曽免遺跡６区

⑬前林遺跡６区

⑭稲荷森遺跡５区

⑮山田遺跡 17 区

⑯稲荷森遺跡６区

⑰北殿遺跡３区

⑱緑町遺跡１区

⑲中原遺跡７・８区

⑳山田遺跡 18 区

㉑下田遺跡２区

②

③

④

⑤⑥⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮
⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

埋 文 さ か ど 年 報
  （平成２６年度 発掘調査）
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■ 発行者/坂戸市教育委員会  
          埼玉県坂戸市千代田一丁目1番1号
■ 印　刷/有限会社　タイアップ・ユウ
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